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利活用ミーティングの活動報告

• イベント開催報告

• ヤチヤナギの利活用について

• 利活用施設の整備内容について
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イベント開催報告



これまで実施してきた利活用活動

夕張川治水感謝式へ出展

幌向小環境学習の支援

野祭での展示

湿原イベント

ヤチヤナギの利活用

湿生植物導入

外来種駆除フットパス

幌向湿原を知る 幌向湿原が好きになる幌向湿原を良くする

※次項で説明

外来種駆除フットパス
外来種(ユウゼンギク)の除去

治水感謝式
幌向自然再生紹介パネルの展示状況

湿原イベント
湿生植物の移植体験
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湿生植物の導入

湿生植物の導入

 地域主体による運営技術の強化に向けて、2023（R5）年度から湿生植物の苗づくり技術継承を実施した。
 苗づくりの手順書を作成し、地域主体で育苗から導入までを流れを遂行できるような仕組みづくりを行った。

▲苗づくり手順書

種子採取（湿原イベント）

育苗（江別すずらん病院）

播種（試行会）

苗移植（星置養護学校）

3



外来種駆除フットパス
 幌向地区自然再生地内に生育する外来種（ユウゼンギク等）の定着・拡大を防ぐことを目的に駆除を行った。
 外来種による在来・導入植物への影響や問題点について説明を行った。
 フットパスでは、遊友館から幌向再生地までをゴミ拾いしながら移動した。

2018年8月撮影

2016年9月撮影

2019年7月撮影
幌向再生地

リバーサイド

遊友館

(C)NTTインフラネット

・2019(令和1)年8月18日
・2020(令和2)年8月16日
・2021(令和3)年8月15日
・2022(令和4)年8月21日
・2023(令和5)年8月20日
・2024(令和6)年8月18日

外来種駆除イベント(6回開催)
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夕張川治水感謝式へ出展

 南幌町を水害常襲地帯から穀倉地帯へと変貌させた治水工事への感謝、工事の過程で犠牲となった方の供養として、治水感謝式のセレモニーが
行われた。

 展示ブースには、PR動画、紹介パネル、湿生植物、湿原イベントのチラシ、紹介パネルのチラシを配置した。
 「ほろむい湿原再生」のロゴを配置した横断幕を作成した。

・2018(平成30)年7月1日
・2019(令和 1)年7月1日
・2024(令和 6)年7月1日

夕張川治水感謝式(3回出展)
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幌向小環境学習へ支援

 小学校の環境学習（総合学習）の支援として、幌向小学校の総合学習「幌向学」における湿原学習と苗移植活動を行った。
 事前学習の教材として、A5 版の「ほろむい 湿原再生ガイドブック」を作成した。
 苗移植活動は、駐車場に近い池の周囲で300株の苗を移植した。
 当日は、生徒(5年生)46名、先生5名が参加した(大型バスにて移動)。

・2022(令和4)年 9月 1日
・2023(令和5)年 8月31日
・2024(令和6)年10月 5日

幌向小学校環境学習(3回支援)
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野祭での展示

 南幌町内の広報活動として、農猿(のうえん)主催の野祭(やさい)にブース出展を実施した。
※補足：「野祭」は、若手農家グループ「農猿」が収穫した農作物を販売するイベント。

・2018(平成30)年 9月 1日
・2019(令和 1)年 8月31日
・2020(令和 2)年 9月 5日
・2021(令和 3)年10月24日
・2022(令和 4)年 9月 3日
・2023(令和 5)年 9月 2日
・2024(令和 6)年 8月31日

野祭(7回出展)
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湿原イベント
 NPO「ふらっと南幌」と協働し、地域イベントを企画・実施した。例年30名程度参加。
 南幌町ビューローから幌向地区自然再生地までの送迎バスとして、ジャンボタクシーを手配した。
 イベント開催時にスタッフが分かるように、スタッフウェアを作成した。
 湿生植物の移植体験のほか、アイヌ民謡等の演奏会を開催した。
 ヤチヤナギの利活用商品の紹介を行った。･2016(平成28)年11月20日

･2017(平成29)年10月22日
･2018(平成30)年 9年 2日
･2019(令和 1)年 9月15日
･2020(令和 2)年 9月13日
･2021(令和 3)年10月30日
･2022(令和 4)年 7月10日
･2023(令和 5)年10月14日
･2024(令和 6)年10月 5日

湿原イベント､フットパス
(9回開催)
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ヤチヤナギの利活用について
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ヤチヤナギについて

 葉の見た目がヤナギに似ており、谷地（湿地）に生育するのが名前の由来。

※ヤナギの仲間ではなく、ヤマモモ科の低木。

 寒冷地の湿原や泥炭地に生育、日本では三重県以北と北海道に分布。

 幌向地区自然再生地にも、多く生育している。

 湿原の減少に伴って、世界的に個体数の減少が危惧されている。

 幌向地区自然再生地には、重点区域と
一般区域に導入されている。

 モニタリング調査が行われている重点区
域では、経年的に生育面積が増加傾向
を示しており、生存率も安定している。
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幌向再生地でのヤチヤナギの利活用

 ヤチヤナギの葉や果実には爽やかな独特な香りがあり、ヨーロッパでは古くからハー
ブとして活用されており、ホップの代わりの香料としてビールに使われていた。

 幌向地区自然再生地の事業では、地域おこし協力隊を中心に、開発業者の協力を得
てヤチヤナギを原料とした利活用商品を開発・製品化した。

 2022年にヤチヤナギクラフトビール、2023年にはヤチヤナギ入りソーセージ、バスソル
ト、2024年はクラフトジンの開発に取り組んでいる。
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ヤチヤナギの栽培場の整備

重点区域1 重点区域2 重点区域3

重点区域4

 ヤチヤナギの利活用推進のため、ヤチヤナギの栽培場を2024年度（R4年度）に整備した。
 栽培地は約400m2の範囲で、苗は重点区域に導入したヤチヤナギの植栽間隔と同様に3m間隔で40株を導入した。
 栽培地はヨシ、ススキ、シラカンバ等が繁茂していたため、植生除去のために表土を30cm程度掘り下げた。

2024年10月5日撮影夕張川

30cm
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ヤチヤナギの利活用について
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利活用施設の整備について
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利活用施設の整備の全体

園路 ｗ＝200mm（三本水路より下流）

園路 ｗ＝400mm
（駐車スペースから三本水路）

堤防

配置：下流側、重点区域の端部
形状：3.0m×3.0m
素材：樹脂（再生ポリエチレン）

①端部デッキ

⑤園路（三本水路周辺）

配置：再生地内の溝をわたる橋
形状：延長7.5m×幅1.0m
素材：樹脂（再生ポリエチレン

⑥水路ブリッジ

三本水路

配置：三本水路周辺にコの字型の配置
水際より800mmの離隔

ヤチナヤギ栽培地

③園路

配置：駐車スペース、三本水路、
 端部デッキ、階段をつなぐ

幅：400mmまたは200mm

素材：樹脂製の板、樹脂製ペグで固定
堤防から駐車場まで、大型車が
進入可能な取付道路に変更

④アクセス路の付替え

造成した池

配置：下流側、堤防法面
形状：延長約14.0m×幅1.0m
素材：コンクリートブロック

②堤防部階段

⑦エントランス・駐車スペース

利活用イメージ 15



エントランス、駐車スペースの看板

案内看板

注意書き看板 16
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